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(57)【要約】
【課題】挿入部において、湾曲部や湾曲部の先端側が損
傷しても、光源部からのレーザ光が外部に直接照射され
ることなく、蛍光部材を励起させて照明光を照射可能な
照明装置及び内視鏡装置を提供する。
【解決手段】照明装置１ａは、挿入部２の基端側に設け
られ、励起光を発する光源部２１と、挿入部２の内部で
、湾曲部１１よりも基端側に設けられて励起光によって
励起されて照明光を射出する蛍光部材２２と、挿入部２
の内部で、光源部２１と蛍光部材２２との間に配設され
、光源部２１からの励起光を蛍光部材２２まで導光する
第一の光伝送部２４と、挿入部２の内部で、蛍光部材２
２よりも先端側に配設されて、蛍光部材２２からの照明
光を導光する第二の光伝送部２５とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲自在な湾曲部を先端側に有して被検体の内部に挿入される細長の挿入部を備え、前
記被検体の内部を照明する照明装置であって、
　前記挿入部の基端側に設けられ、励起光を発する光源部と、
　前記挿入部の内部で、前記湾曲部よりも基端側に設けられて前記励起光によって励起さ
れて照明光を射出する蛍光部材と、
　前記挿入部の内部で、前記光源部と前記蛍光部材との間に配設され、前記光源部からの
前記励起光を前記蛍光部材まで導光する第一の光伝送部と、
　前記挿入部の内部で、前記蛍光部材よりも先端側に配設されて、該蛍光部材からの前記
照明光を導光する第二の光伝送部とを備えることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置において、
　前記蛍光部材は、前記挿入部の内部で、先端側に位置する前記湾曲部と近接して設けら
れていることを特徴とする照明装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の照明装置において、
　前記第二の光伝送部の先端側に設けられ、該第二の光伝送部に導光される前記照明光を
拡散させる拡散板を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の照明装置において、
　前記光源部、前記蛍光部材、前記第一の光伝送部及び前記第二の光伝送部で構成される
照明手段を複数組備えることを特徴とする照明装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の照明装置において、
　前記蛍光部材には、該蛍光部材で発生する熱を受け取って放熱させる放熱手段が設けら
れていることを特徴とする照明装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の照明装置において、
　前記光源部から発せられて前記第一の光伝送部に導光される前記励起光の光量を検出し
て検出信号を出力する入力側光検出部を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の照明装置において、
　前記入力側光検出部は、前記蛍光部材に近接して設けられていることを特徴とする照明
装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の照明装置において、
　前記蛍光部材から射出されて前記第二の光伝送部に導光される前記照明光の光量を検出
して検出信号を出力する出力側光検出部を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項９】
　請求項６から請求項８のいずれかに記載の照明装置において、
　前記挿入部の内部に設けられ、前記検出信号を増幅して前記挿入部の基端側へ伝送させ
る増幅器を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の照明装置において、
　前記第一の光伝送部、及び前記第二の光伝送部は、ライトガイドであることを特徴とす
る照明装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の照明装置と、
　前記挿入部の先端に設けられ、前記被検体の内部を観察可能な観察手段とを備えること
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を特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体の内部に挿入し、内部を照明する照明装置及び被検体の内部を観察す
る内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、工業用分野においては機械構造の内部など、医療用分野においては患者の体
内など、被検体の内部を観察するために、内視鏡装置が広く用いられている。このような
内視鏡装置は、湾曲自在な湾曲部と硬質の先端部とを先端側に有して被検体の内部に挿入
される細長の挿入部を備え、挿入部の先端には観察手段が設けられている。そして、被検
体の内部に挿入部を挿入して基端側の操作部で湾曲部を湾曲させて先端の向きを調整する
ことで、被検体の内部において、先端の観察手段よって所望の観察位置を観察することが
可能となっている。一方、内視鏡装置によって観察する被検体の内部は、観察手段によっ
て観察するのに十分な明るさを有していないことが多い。このため、内視鏡装置には、被
検体の内部を照明するための照明装置が内蔵されている。
【０００３】
　このような照明装置としては、挿入部の基端側に設けられて励起光としてレーザ光を発
する光源部と、挿入部の基端から先端に配設されて光源から発せられたレーザ光を導光す
るライトガイドと、挿入部の先端に設けられてライトガイドによって導光されたレーザ光
を励起光として照明光を発する蛍光部材とを備えるものが提案されている（例えば、特許
文献１、２参照）。このような照明装置によれば、ハロゲンランプなどの光源を使用した
場合に比べて小型で消費電力を抑えることができるものとされている。
【特許文献１】特開２００６－２９６６５６号公報
【特許文献２】特開２００６－２８８５３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１、２の内視鏡装置において、挿入部は被検体の内部に直接挿
入する部位であり、その先端側に位置する湾曲部や、さらに先端側に位置する先端部など
は、挿入時に被検体からの抵抗によって損傷を受け易い部位であった。特に、湾曲部は、
外部との気密性や水密性を確保しつつ、基端側からの操作によって所定の方向に湾曲可能
な構造にする必要があり、複雑な構造で、それ故に損傷を受け易い部位であった。そして
、これら挿入部の内、先端側に位置する湾曲部や先端部が損傷した場合には、内部に配設
されたライトガイドや蛍光部材が損傷するおそれがあり、基端側から導光された励起光で
あるレーザ光が蛍光部材に照射されることなく被検体に直接照射され、被検体に物理的な
影響を及ぼしてしまうおそれがあった。
【０００５】
　この発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、挿入部において、湾曲部や
湾曲部の先端側が損傷しても、光源部からの励起光が外部に直接照射されることなく、蛍
光部材を励起させて照明光を照射可能な照明装置及び内視鏡装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、この発明は以下の手段を提案している。
　本発明は、湾曲自在な湾曲部を先端側に有して被検体の内部に挿入される細長の挿入部
を備え、前記被検体の内部を照明する照明装置であって、前記挿入部の基端側に設けられ
、励起光を発する光源部と、前記挿入部の内部で、前記湾曲部よりも基端側に設けられて
前記励起光によって励起されて照明光を射出する蛍光部材と、前記挿入部の内部で、前記
光源部と前記蛍光部材との間に配設され、前記光源部からの前記励起光を前記蛍光部材ま
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で導光する第一の光伝送部と、前記挿入部の内部で、前記蛍光部材よりも先端側に配設さ
れて、該蛍光部材からの前記照明光を導光する第二の光伝送部とを備えることを特徴とし
ている。
【０００７】
　この発明に係る照明装置によれば、光源部から発せられた励起光は第一の光伝送部に導
光されて蛍光部材を励起することとなる。そして、蛍光部材からは励起光の光量に応じた
光量の照明光が射出され、照明光は、第二の光伝送部によって先端側まで導光されて外部
に照射されることとなる。ここで、何らかの原因によって挿入部の内、湾曲部や湾曲部よ
りも先端側が損傷を受けたとしても、蛍光部材や励起光を導光する第一の光伝送部は、挿
入部において湾曲部よりも基端側に設けられているので、損傷の影響を受けることは無く
、励起光が漏れ出してしまうことが無い。また、第二の光伝送部は、蛍光部材よりも先端
側に配設されていることで、損傷の影響を受けるおそれがあるが、たとえ損傷を受けたと
しても導光されている照明光が漏れ出すのみである。
【０００８】
　また、上記の照明装置において、前記蛍光部材は、前記挿入部の内部で、先端側に位置
する前記湾曲部と近接して設けられていることがより好ましいとされている。
【０００９】
　この発明に係る照明装置によれば、蛍光部材を、湾曲部よりも基端側で、より先端側に
配置させることができる。このため、蛍光部材から先端側へ配設される第二の光伝送部の
長さを最小限にすることができ、これにより第二の光伝送部によって導光される照明光の
減衰を最小限に抑えることができる。
【００１０】
　また、上記の照明装置において、前記第二の光伝送部の先端側に設けられ、該第二の光
伝送部に導光される前記照明光を拡散させる拡散板を備えることがより好ましいとされて
いる。
【００１１】
　この発明に係る照明装置によれば、第二の光伝送部によって導光される照明光は、拡散
板によってより拡散して外部へ照射されることとなる。このため、より広い範囲を効果的
に照明することができる。
【００１２】
　また、上記の照明装置において、前記光源部、前記蛍光部材、前記第一の光伝送部及び
前記第二の光伝送部で構成される照明手段を複数組備えることがより好ましいとされてい
る。
【００１３】
　この発明に係る照明装置によれば、照明手段を複数組備えることで、より大きな光量で
照明光を照明することができるようになる。ここで、照明光は、蛍光部材から外部に直接
照射されるものでなく、それぞれ第二の光伝送部によって導光して照射されるものである
。このため、互いの第二の光伝送部の先端を挿入部の軸方向に略等しい位置とすることで
、複数の照明手段の照明光の照射位置を略等しくすることができるとともに、互いの蛍光
部材を挿入部の軸方向に位置を異なるものとすることができ、照明手段を複数としても挿
入部の径を小さくすることができる。
【００１４】
　また、上記の照明装置において、前記蛍光部材には、該蛍光部材で発生する熱を受け取
って放熱させる放熱手段が設けられていることがより好ましいとされている。
【００１５】
　この発明に係る照明装置によれば、励起光を照射して蛍光部材から照明光を射出させつ
つ、放熱手段によって蛍光部材を冷却することができる。このため、照明光の射出による
蛍光部材の温度上昇を抑えて、蛍光部材の劣化、及び、励起光からの照明光の変換効率の
低下を抑えることができる。
【００１６】
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　また、上記の照明装置において、前記光源部から発せられて前記第一の光伝送部に導光
される前記励起光の光量を検出して検出信号を出力する入力側光検出部を備えることがよ
り好ましいとされている。
【００１７】
　この発明に係る照明装置によれば、入力側光検出部によって蛍光部材に照射される励起
光の光量を検出することできる。さらに、検出結果に基づいて、光源部について、また、
検出する位置に応じて第一の光伝送部の一定の範囲について、劣化や損傷の有無を検知す
ることができる。
【００１８】
　さらに、上記の照明装置において、前記入力側光検出部は、前記蛍光部材に近接して設
けられていることがより好ましいとされている。
　この発明に係る照明装置によれば、光源部及び第一の光伝送部のほぼ全範囲にわたって
劣化や損傷の有無を検知することができる。
【００１９】
　また、上記の照明装置において、前記蛍光部材から射出されて前記第二の光伝送部に導
光される前記照明光の光量を検出して検出信号を出力する出力側光検出部を備えることが
より好ましいとされている。
【００２０】
　この発明に係る照明装置によれば、出力側光検出部によって外部に照射される照明光の
光量を検出することができる。さらに、検出結果に基づいて、蛍光部材について、また、
検出する位置に応じて第二の光伝送部の一定の範囲について、さらには光源部や第一の光
伝送部について、劣化や損傷の有無を検知することができる。
【００２１】
　また、上記の照明装置において、前記挿入部の内部に設けられ、前記検出信号を増幅し
て前記挿入部の基端側へ伝送させる増幅器を備えることがより好ましいとされている。
【００２２】
　この発明に係る照明装置によれば、挿入部の内部において増幅器によって検出信号を増
幅させることで、細長の挿入部でも、出力の低下を抑えつつ、また、ノイズの増大を抑え
つつ、検出信号を基端側へ伝送させることができる。
【００２３】
　また、上記の照明装置において、前記第一の光伝送部、及び前記第二の光伝送部は、ラ
イトガイドであることがより好ましいとされている。
　この発明に係る照明装置によれば、光源部から発せられた励起光は、第一の光伝送部で
あるライトガイドによって好適に導光されて蛍光部材に照射され、これにより蛍光部材を
励起させて照明光を射出させる。そして、蛍光部材から射出された照明光は、第二の光伝
送部であるライトガイドによって好適に先端側まで導光されて外部に照射されることとな
る。
【００２４】
　また、本発明の内視鏡装置は、上記の照明装置と、前記挿入部の先端に設けられ、前記
被検体の内部を観察可能な観察手段とを備えることを特徴としている。
【００２５】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、上記照明装置を備えることで、励起光が外部に照
射されてしまうおそれ無く、被検体の内部を照明して観察手段よって観察することができ
る。ここで、蛍光部材が湾曲部よりも基端側に位置することで、観察手段と蛍光部材とを
挿入部の軸方向に異なる位置とすることができ、蛍光部材から発生する熱を放熱しやすく
することができる。また、観察手段が蛍光部材から発生する熱の影響を受けることを防止
することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の照明装置及び内視鏡装置によれば、蛍光部材を挿入部よりも基端側に設けて照
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明光を第二の光伝送部で導光することで、湾曲部や湾曲部の先端側が損傷しても、光源部
からの励起光が外部に直接照射されることなく、蛍光部材を励起させて照明光を照射する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　本発明に係る実施形態について、図１から図６を参照して説明する。
　図１及び図２に示すように、本実施形態に係る内視鏡装置１は、被検体の内部に挿入さ
れる細長の挿入部２と、挿入部２の基端側に設けられた装置本体部３と、装置本体部３に
接続されたモニタ４とを備える。また、挿入部２及び装置本体部３には、挿入部２の先端
側の被検体を観察するための観察手段５と、観察手段５によって観察される被検体を照明
する照明手段２０とが設けられていて、内視鏡装置１は、挿入部２と照明手段２０と後述
する制御部８とを有する照明装置１ａを備えた構成となっている。以下に、各構成の詳細
について説明する。
【００２８】
　図１に示すように、挿入部２は、先端から順に、硬質の先端部１０と、後述する湾曲操
作部１５によって湾曲自在な湾曲部１１と、被検体の形状に応じて湾曲可能な可撓管部１
２とを有する軟性タイプである。図３に示すように、先端部１０は、先端面１０ａを有す
る略筒状に形成されていて、先端面１０ａには後述する観察手段５の対物光学系５ａ及び
照明手段２０の照明用光学系２８が露出するようにして設けられている。図４に示すよう
に、可撓管部１２は、可撓性を有する長尺の略管状の部材である。
【００２９】
　また、図３及び図４に示すように、湾曲部１１は、湾曲駒１３ａが複数連接されて構成
された湾曲管１３と、略管状で湾曲管１３の外周を覆うように配設された弾性変形可能な
弾性管状部材１４とを有する。湾曲部１１の湾曲管１３は、先端側で先端部１０に、また
基端側で可撓管部１２と固定されている。また、湾曲管１３を構成する各湾曲駒１３ａに
は、径方向に対向する二箇所で基端側に向かって円弧状に突出する一対の凸部１３ｂ（図
３及び図４では一方のみを表示）が形成されていて、隣り合う他の湾曲駒１３ａの先端に
当接している。各湾曲駒１３ａの凸部１３ｂの位置は、周方向に略等しくなるように設定
されている。このため、湾曲管１３は、弾性管状部材１４の内部に配設された状態で、各
湾曲駒１３ａ同士が一対の凸部１３ｂを中心として略同一方向に回転することで、全体と
して対応する方向に湾曲することが可能となっている。また、各湾曲駒１３ａにおいて、
湾曲管１３として湾曲する方向と対応する位置、すなわち一対の凸部１３ｂの中間位置に
は、一対の貫通孔１３ｃが形成されていて、一対の操作ワイヤ１３ｄがそれぞれ挿通され
ている。一対の操作ワイヤ１３ｄにおいて、先端側は、湾曲管１３の先端に固定されてい
るとともに、基端側は、可撓管部１２に挿通されて、図１に示すように可撓管部１２の基
端に設けられた湾曲操作部１５に接続されている。湾曲操作部１５には、ジョイスティッ
ク１５ａが設けられていて、ジョイスティック１５ａの操作により一対の操作ワイヤ１３
ｄのいずれか一方を牽引可能であり、これにより湾曲部１１は牽引された操作ワイヤ１３
ｄ側の方へ全体として湾曲することが可能である。
【００３０】
　図２及び図３に示すように、観察手段５は、挿入部２の先端部１０に露出して設けられ
た対物光学系５ａと、先端部１０の内部において対物光学系５ａの結像位置に設けられた
撮像素子であるＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）５ｂと、装置本
体部３に内蔵された映像信号処理回路５ｃと、挿入部２に配設されてＣＣＤ５ｂと映像信
号処理回路５ｃとを接続する信号ケーブル５ｄとを有する。そして、対物光学系５ａによ
って結像された被検体の観察像は、ＣＣＤ５ｂによって電気信号に変換されて画像信号と
して信号ケーブル５ｄによって伝送される。伝送された画像信号は、映像信号処理回路５
ｃによって映像信号に生成されて、装置本体部３に接続されたモニタ４に出力して映像と
して映し出すことが可能である。
【００３１】
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　また、照明手段２０は、装置本体部３に内蔵されていて励起光としてレーザ光を発する
光源部であるレーザダイオード２１と、挿入部２の内部に設けられ、蛍光部材２２を有す
る照明光発生部２３と、挿入部２の内部でレーザダイオード２１と照明光発生部２３との
間に配設された第一の光伝送部である第一のライトガイド２４と、挿入部２の内部で照明
光発生部２３から先端部１０まで配設された第二の光伝送部である第二のライトガイド２
５とを有する。レーザダイオード２１は、供給される電流の大きさに応じた光量で、単色
のレーザ光を発することが可能であり、本実施形態では青色レーザ光を発することが可能
である。
【００３２】
　また、本実施形態において、第一のライトガイド２４は、単心ファイバであり、また、
第二のライトガイド２５は、多心ファイバである。また、照明光発生部２３は、湾曲部１
１よりも基端側で湾曲部１１に近接する位置、すなわち可撓管部１２の内部において先端
に配置されていて、上記蛍光部材２２と、蛍光部材２２を内部に収容するケース２６とを
有する。蛍光部材２２は、レーザ光によって励起されて白色光を射出する蛍光体によって
形成されている。ケース２６は、蛍光部材２２が収容されたケース本体２６ａと、ケース
本体２６ａの先端側に外嵌された口金２６ｂとを有する。ケース本体２６ａの基端側には
、第一のライトガイド２４の先端が接続された接続口２６ｃが設けられていて、これによ
り第一のライトガイド２４によって導光されたレーザダイオード２１からのレーザ光を、
内部の蛍光部材２２に照射可能としている。また、ケース本体２６ａの先端側は開口して
いて、口金２６ｂと連通している。口金２６ｂの先端側は第二のライトガイド２５の基端
に外嵌されている。このため、レーザ光によって励起されて蛍光部材２２から射出される
照明光は、口金２６ｂの内部を通って第二のライトガイド２５の基端に入光し先端側へ導
光されることとなる。
【００３３】
　また、照明手段２０は、挿入部２の先端部１０の内部で第二のライトガイド２５の先端
に設けられた拡散板２７と、拡散板２７の先端側に設けられて先端部１０の先端面１０ａ
に露出する照明用光学系２８とを有する。拡散板２７は、例えば表面が粗面処理され、あ
るいは、粒状の反射体が内包されたガラス板であり、第二のライトガイド２５に導光され
て先端から放出される照明光を拡散して透過させることが可能である。また、照明用光学
系２８は、拡散板２７を透過した照明光を集束、整形させて外部に照射させることが可能
である。
【００３４】
　また、図２に示すように、装置本体部３には、レーザダイオード２１に電流を供給する
光源駆動部７と、光源駆動部７から供給される電流量を制御する制御部８とが内蔵されて
いるとともに、制御部８には操作盤９が接続されている。操作盤９には、装置全体の電源
のオン・オフを行う電源用スイッチ９ａと、照明手段２０による照明光のオン、オフを行
う照明用スイッチ９ｂと、照明用スイッチ９ｂがオンの状態において照明光の光量の調整
を行う照明用ツマミ９ｃとが設けられている。そして、電源用スイッチ９ａがオンの状態
である場合には、操作盤９による操作によって、制御部８を介して照明手段２０による照
明のオン、オフ及び光量の調整を手動で行うことが可能となっている。
【００３５】
　光源駆動部７は、制御部８から出力される電流指令値をＤＡ変換するＤＡコンバータ７
ａと、ＤＡコンバータ７ａでＤＡ変換された電流指令値を増幅する増幅器７ｂと、増幅さ
れた電流指令値に基づいて対応する電流量でレーザダイオード２１に電流を供給する電流
制限回路７ｃとを有する。そして、レーザダイオード２１は、電流指令値（電流量）に応
じた光量でレーザ光を発することとなる。なお、電流制限回路７ｃとレーザダイオード２
１との間には電流検出手段としてのシャント７ｄが介挿されていて、電流制限回路７ｃか
らレーザダイオード２１に供給される電流量が検出されていて、検出信号として出力され
る。出力された検出信号は、増幅器７ｅ及びＡＤコンバータ７ｆを介して制御部８に入力
されていて、制御部８は検出された電流量に基づいてフィードバック制御を行っている。
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また、電流制限回路７ｃと増幅器７ｂとの間には電流遮断回路７ｇが介挿されていて、制
御部８は、電流遮断回路７ｇへ遮断信号を出力することが可能であり、電流遮断回路７ｇ
は、遮断信号に基づいて、電流制限回路７ｃへの電流指令値の入力を遮断して、レーザダ
イオード２１への電流の供給を停止させることが可能である。
【００３６】
　また、図２に示すように、挿入部２及び装置本体部３には、照明手段２０におけるレー
ザ光及び照明光の光量を検出する光検出手段３０が設けられている。より詳しくは、光検
出手段３０は、レーザダイオード２１から発せられるレーザ光の光量を検出して検出信号
を出力する入力側光検出部３１と、蛍光部材２２から射出される照明光の光量を検出して
検出信号を出力する出力側光検出部３２とを備えている。入力側光検出部３１は、レーザ
光と略等しい波長の光量を検出可能なフォトダイオードであり、第一のライトガイド２４
の基端外周面に設けられていて、内部から外周面に漏れ出す漏出光によってレーザ光の光
量を検出することが可能である。入力側光検出部３１から出力された検出信号は、信号ラ
イン３３ａによって伝送されて増幅器３４ａで増幅されるとともに、ＡＤコンバータ３５
ａでＡＤ変換されて制御部８に入力されることとなる。
【００３７】
　また、出力側光検出部３２は、挿入部２の内部において蛍光部材２２の近傍に設けられ
、照明光の内、レーザ光と略等しい波長の光量を検出するフォトダイオードである第一の
光センサ３２ａと、照明光の内、レーザ光の波長以外の波長の光量を検出するフォトダイ
オードである第二の光センサ３２ｂとを有する。図６に示すように、出力側光検出部３２
の第一の光センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂは、照明光発生部２３のケース２６の
側面２６ｄにおいて、外部から内部まで連通するように形成された検出口２６ｅから外部
へ漏れ出す照明光の一部を検出可能となっている。第一の光センサ３２ａ及び第二の光セ
ンサ３２ｂから出力される検出信号は、挿入部２の内部においてそれぞれ近接して設けら
れた増幅器３２ｃ、３２ｄによって増幅された後に、挿入部２に配設されている信号ライ
ン３３ｂ、３３ｃによって伝送され、さらに装置本体部３の内部において、増幅器３４ｂ
、３４ｃによって増幅されるとともに、ＡＤコンバータ３５ｂ、３５ｃでＡＤ変換されて
制御部８に入力されることとなる。
【００３８】
　次に、この実施形態の内視鏡装置１の作用について説明する。図１及び図２に示すよう
に、操作盤９の電源用スイッチ９ａ及び照明用スイッチ９ｂをオンとすると、制御部８は
、光源駆動部７に照明用ツマミ９ｃと対応する電流指令値を出力し、光源駆動部７は入力
された電流指令値に対応する大きさの電流をレーザダイオード２１に供給する。このため
、レーザダイオード２１が供給された電流量に応じた光量でレーザ光を発することとなり
、第一のライトガイド２４によって先端側に導光されて、蛍光部材２２に照射されること
となる。ここで、レーザダイオード２１から発せられて第一のライトガイド２５に入光し
たレーザ光の光量は、入力側光検出部３１によって検出されて制御部８に入力されている
。このため、制御部８は、検出結果に基づいて、レーザダイオード２１の劣化や損傷の有
無を検知することができる。
【００３９】
　また、第一のライトガイド２４によって導光されたレーザ光は、蛍光部材２２を照射し
て励起させ、これにより蛍光部材２２はレーザ光の光量に応じた光量の照明光を射出する
こととなる。ここで、図６に示すように、蛍光部材２２から射出された照明光は、その大
部分が、先端側に位置する第二のライトガイド２５に直接入光するか、若しくは、ケース
２６に反射して第二のライトガイド２５に入光することとなる一方、一部は、検出口２６
ｅに入光し、出力側光検出部３２の第一の光センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂで検
出されることとなる。そして、出力側光検出部３２による各検出結果は制御部８に入力さ
れる。このため、制御部８は、検出結果に基づいて、蛍光部材２２について劣化や損傷の
有無を検知することができ、さらには、レーザダイオード２１や第一のライトガイド２４
の劣化や損傷の有無を検知することができる。特に、出力側光検出部３２は、第一の光セ
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ンサ３２ａと第二の光センサ３２ａとによって構成され、照明光の光量を、レーザ光の波
長と略等しい波長の光量と、レーザ光の波長以外の波長の光量とに分けて検出することで
、検出結果に基づいて、より詳細に劣化や損傷の有無を検知し、異常が認められた場合に
は詳細に原因の特定を行うことができる。
【００４０】
　また、第二のライトガイド２５に入光した照明光は、先端側まで導光され、照明用光学
系２８によって整形されて外部を照明することとなる。このため、上記照明光の反射光を
利用して観察手段５によって被検体の内部の画像を好適に受像することができ、モニタ４
に表示される観察像を確認しながら被検体の内部に挿入部２を挿入し、また、詳細な観察
を行うことが可能となる。また、観察する際には、湾曲操作部１５のジョイスティック１
５ａを操作することで、挿入部２の湾曲部１１を所定方向に湾曲させることができ、これ
により観察手段５の対物光学系５ａの向きを調整して、広範囲で被検体の内部を観察する
ことができる。この際、第二のライトガイド２５の先端に拡散板２７が設けられているこ
とによって、照明光はより拡散して外部へ照明されることとなり、より広い範囲を効果的
に照明し、観察することができる。
【００４１】
　ここで、挿入部２を被検体の内部に挿入する際に被検体から受ける挿入抵抗などによっ
て挿入部２の湾曲部１１や先端部１０が損傷を受けてしまう場合があり、その損傷の程度
によっては、照明手段２０の内、湾曲部１１や先端部１０の内部に配設された第二のライ
トガイド２５、拡散板２７または照明用光学系２８も損傷してしまうおそれがある。一方
、照明手段２０の内、蛍光部材２２や第一のライトガイド２４は、湾曲部１１よりも基端
側に位置しているので、湾曲部１１や先端部１０が損傷を受けたとしても、これに応じて
損傷を受けてしまうおそれが無い。このため、第一のライトガイド２４や蛍光部材２２が
損傷することで、レーザダイオード２１から発せられたレーザ光が蛍光部材２２に照射さ
れるまでの間で損傷した部位から外部へ漏れ出すおそれが無い。
【００４２】
　また、上記のように、湾曲部１１や先端部１０の損傷に伴って第二のライトガイド２５
、拡散板２７または照明用光学系２８が損傷してしまうおそれがあるが、これらは蛍光部
材２２よりも先端側に配設されているので照明光が外部へ漏れ出すのみであり、被検体に
影響を与えることが無い。ここで、蛍光部材２２は、湾曲部１１に近接して設けられてい
ることで、湾曲部１１よりも基端側の範囲で、可能な限り先端側に配置させられている。
このため、照明光が導光される第二のライトガイド２５の長さを最小限とすることができ
、これにより第二のライトガイド２５によって導光される照明光の減衰を最小限に抑える
ことができる。
【００４３】
　さらに、挿入部２において、先端部１０には、観察手段５のＣＣＤ５ｂが内蔵されてい
るが、蛍光部材２２を、ＣＣＤ５ｂと挿入部２の軸方向に略等しい位置となってしまう先
端部１０に配設せずに、内蔵している構成が少ない可撓管部１２に配設する構成とするこ
とで、蛍光部材２２の放熱条件を好適にすることができ、蛍光部材２２の劣化、及び、レ
ーザ光からの照明光の変換効率の低下を抑えることができる。また、先端部１０に内蔵さ
れたＣＣＤ５ｂは、蛍光部材２２と挿入部２の軸方向に異なる位置となり、これにより蛍
光部材２２からの熱の影響を受けることが無いので、ＣＣＤ５ｂからのノイズ発生を低減
させることができる。
【００４４】
　また、上記のように、入力側光検出部２１や出力側光検出部３２を備えることで、レー
ザ光や照明光の状態を定量的に評価し、照明手段２０の各構成の異常の有無を検知するこ
とができる。このため、異常な状態で照明光が外部の被検体に照明され続けるのを防止す
ることができる。ここで、出力側光検出部３２は、蛍光部材２２の近傍に設けられて照明
光を検出していることから、蛍光部材２２から射出された直後の減衰していない状態で照
明光を検出することができ、照明光の光量を正確に評価することができる。また、出力側
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光検出部３２の検出結果は、それぞれ挿入部２の内部において各増幅器３２ｃ、３２ｄに
よって増幅された後に、信号ライン３３ｂ、３３ｃによって装置本体部３まで伝送されて
制御部８に入力されている。このため、細長の挿入部２でも、出力の低下を抑えつつ、ま
た、ノイズの増大を抑えつつ、出力側光検出部３２の各検出信号を基端側へ伝送させるこ
とができ、制御部８によって異常の発生の検知及び原因の特定をより正確に行うことがで
きる。
【００４５】
　なお、上記において、出力側光検出部３２は、ケース２６に設けられた検出口２６ｅか
ら照明光を検出するものとしたが、これに限るものでは無い。図７及び図８は、この実施
形態の第１の変形例を、また、図９及び図１０は、この実施形態の第２の変形例を示して
いる。図７及び図８に示すように、本変形例では、ケース２６の口金２６ｂにおいて、第
二のライトガイド２５の基端が嵌合された先端側の開口の一部に、出力側光検出部３２の
第一の光センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂが嵌め込まれている。このため、蛍光部
材２２から射出される照明光は、直接またはケース２６に反射して、第二のライトガイド
２５に入光するとともに、出力側光検出部３２によって検出されることとなる。
【００４６】
　また、図９及び図１０に示すように、本変形例では、ケース２６の口金２６ｂにおいて
、第二のライトガイド２５の基端が嵌合された先端側の開口の一部に、ファイバーバンド
ル３７ａ、３７ｂの基端が嵌め込まれているとともに、各ファイバーバンドルの先端には
、出力側光検出部３２の第一の光センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂが光学的に接続
されている。このため、蛍光部材２２から射出される照明光は、直接またはケース２６に
反射して、第二のライトガイド２５に入光するとともに、各ファイバーバンドル３７ａ、
３７ｂに入光して出力側光検出部３２の第一の光センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂ
によって検出されることとなる。なお、上記実施形態及びその変形例においては、出力側
光検出部３２は、ケース２６の内部に射出された照明光を直接検出するものとしたが、第
二のライトガイド２５の周面に設けて、第二のライトガイド２５の漏れ光によって照明光
の光量を検出するものとしても良い。
【００４７】
　また、入力側光検出部３１は、第一のライトガイド２４の基端外周面に設けられて、第
一のライトガイド２４の漏れ光によってレーザ光の光量を検出するものとしたが、これに
限るものでは無く、レーザダイオード２１に内蔵されたタイプでも良いし、第一のライト
ガイド２４の先端側で検出するものとしても良い。図１１は、この実施形態の第３の変形
例として、入力側光検出部３８を第一のライトガイド２４の先端外周面に設ける構成とし
ている。このように、第一のライトガイド２４の外周面の漏れ光によってレーザ光の光量
を検出することで、第一のライトガイド２４において入力側光検出部３８が設けられた位
置よりも基端側の損傷を検知することができ、特に第一のライトガイド２４の先端外周面
に設けることで、第一のライトガイド２４のほぼ全範囲にわたって劣化や損傷の有無を検
知することができる。また、入力側光検出部を複数の光センサとし、例えば、第一のライ
トガイド２４の基端外周面と先端外周面とに配置することで、入力側光検出部の検出結果
によって、異常発生の原因がレーザダイオード２１なのか第一のライトガイド２４なのか
、より詳細に原因を特定することができる。なお、上記のように、入力側光検出部３８を
第一のライトガイド２４の先端外周面に設ける場合においても、挿入部２の内部において
近接する位置に設けた増幅器３８ａによって検出信号を増幅した後に基端側へ伝送するこ
とで、出力の低下及びノイズの増大を抑えることができる。
【００４８】
　図１２は、この実施形態の第４の変形例を示している。図１２に示すように、この変形
例では、蛍光部材２２で発生する熱を受け取って放熱させる放熱手段３９を備えている。
放熱手段３９は、照明光発生部２３のケース２６の側面に固定された接続口金３９ａと、
接続口金３９ａから基端側へ延びる放熱線３９ｂとを有する。放熱線３９ｂは、例えば、
銅や鉄などの金属である。この変形例では、蛍光部材２２から発生する熱は、ケース２６
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を介して外部へ直接放熱されるとともに、放熱手段３９の接続口金３９ａから放熱線３９
ｂへ伝導して放熱され、蛍光部材２２は強制的に冷却されることとなる。このため、照明
光の射出による蛍光部材２２の温度上昇をより効果的に抑えて、蛍光部材２２の劣化、及
び、レーザ光からの照明光の変換効率の低下をより確実に抑えることができる。
【００４９】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図１３から図１６は、本発明の第２
の実施形態を示したものである。この実施形態において、前述した実施形態で用いた部材
と共通の部材には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００５０】
　図１３から図１６に示すように、この実施形態の内視鏡装置４０において、照明装置４
０ａは、第一の照明手段４１及び第二の照明手段４２の二つの照明手段と、それぞれの照
明手段と対応する第一の光検出手段４３及び第二の光検出手段４４とを備えている。第一
の照明手段４１は、レーザダイオード２１と、第一のライトガイド２４と、蛍光部材２２
を有する照明光発生部２３と、第二のライトガイド２５と、拡散板２７と、照明用光学系
２８とを備えている。また、第一の光検出手段４３は、入力側光検出部３１と、第一の光
センサ３２ａ及び第二の光センサ３２ｂを有する出力側光検出部３２とを備えている。
【００５１】
　また、第二の照明手段４２は第一の照明手段４１と同様の構成を備え、また、第二の光
検出手段４４は第一の光検出手段４３と同様の構成を備えている。すなわち、第二の照明
手段４２は、レーザダイオード４５と、第一のライトガイド４６と、蛍光部材４７を有す
る照明光発生部４８と、第二のライトガイド４９と、拡散板５０と、照明用光学系５１と
を備えている。また、第二の光検出手段４４は、入力側光検出部５２と、第一の光センサ
５３ａ及び第二の光センサ５３ｂを有する出力側光検出部５３とを備えている。ここで、
第一の照明手段４１のレーザダイオード２１と、第二の照明手段４２のレーザダイオード
４５とは、ともに、光源駆動部７と接続されていて、電流を供給可能となっている。また
、第一の照明手段４１の照明光発生部２３と、第二の照明手段４２の照明光発生部４８と
は、ともに、挿入部２において湾曲部１１よりも基端側で近接して設けられているものの
、互いに挿入部２の軸方向に位置を異なるようにして配設されている。なお、第一の照明
手段４１の第二のライトガイド２５と、第二の照明手段４２の第二ライトガイド４９とは
、先端が挿入部２の軸方向に略等しい位置となるように、長さが設定されている。また、
第二の光検出手段４４の入力側光検出部５２から出力される検出信号は、第一の光検出手
段４３同様に、信号ライン５５ａによって伝送され、増幅器５６ａによって増幅されると
ともに、ＡＤコンバータ５７ａでＡＤ変換されて制御部８に入力される。また、第二の光
検出手段４４の出力側光検出部５３の第一の光センサ５３ａ及び第二の光センサ５３ｂか
ら出力される各検出信号は、それぞれ、まず挿入部２の内部に配設された増幅器５３ｃ、
５３ｄで増幅された後に信号ライン５５ｂ、５５ｃで伝送され、さらに装置本体部３にお
いて、増幅器５６ｂ、５６ｃによって増幅されるとともに、ＡＤコンバータ５７ｂ、５７
ｃによってＡＤ変換されて制御部８に入力される。
【００５２】
　この実施形態の内視鏡装置４０によれば、第一の照明手段４１と第二の照明手段４２と
二つの照明手段を備えることで、より大きな光量で照明光を照明することができるように
なる。ここで、各照明手段の照明光は、それぞれの蛍光部材２２、４７から外部に直接照
射されるものでなく、それぞれ第二のライトガイド２５、４９によって導光して照射され
るものである。このため、互いの第二のライトガイド２５、４９の先端を挿入部２の軸方
向に略等しい位置とすることで、照明光の照射位置を略等しくすることができるとともに
、互いの蛍光部材２２、４７を挿入部２の軸方向に位置を異なるものとすることができ、
照明手段を二つとしても挿入部２の径を小さくすることができる。なお、本実施形態では
、照明手段は二つとしたが、これに限るもので無く、三つ以上とすることで、照明光の光
量をより増大させることができる。
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【００５３】
　図１７は、この実施形態の変形例を示している。図１７に示すように、この変形例の内
視鏡装置においては、第一の照明手段４１の第二のライトガイド２５と、第二の照明手段
４２の第二のライトガイド４９とが、先端で一つのライトガイド６０として束ねられてい
る。そして、ライトガイド６０によって先端まで導光された第一の照明手段４１及び第二
の照明手段４２の各照明光は、ともに、一つの拡散板６１及び照明用光学系６２を通過し
て外部を照明することとなる。この変形例の内視鏡装置のように、各照明手段の第二のラ
イトガイド２５、４９を先端側で束ねて一つのライトガイド６０にすることで、省スペー
ス化を図り、挿入部２の先端部１０の小径化を図ることができる。
【００５４】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。
【００５５】
　なお、上記各実施形態において、挿入部２は、可撓管部１２を有する軟性タイプとして
説明したが、これに限るものでは無く、可撓管部１２に代えて硬性管を有する硬性タイプ
としても良い。少なくとも先端側に湾曲部１１を有する挿入部２を備えた内視鏡装置にお
いて、同様の効果を期待することができる。
【００５６】
　また、各照明手段のレーザダイオードは、装置本体部３に内蔵されるものとしたが、こ
れに限るものでは無い。例えば挿入部２の基端側において湾曲操作部１５に内蔵されるも
のとしても良い。なお、湾曲操作部１５は、挿入部２の基端に設けられているとは限らず
、挿入部２と別体として装置本体部３に接続されているものとしても良い。この場合には
、レーザダイオードは、装置本体部３の内部若しくは挿入部２の基端側内部に設けられる
ものとすれば良い。また、第一の光伝送部及び第二の光伝送部は、第一のライトガイド及
び第二のライトガイドと、異なる二本のライトガイドによって構成されているものとした
が、これに限るものでは無い。例えば、一本のライトガイドの中間部に蛍光部材を介挿さ
せて、基端側を第一の光伝送部、先端側を第二の光伝送部とするものとしても良い。
【００５７】
　また、上記各実施形態では、各照明手段と対応して、光検出手段として入力側光検出部
と出力側光検出部とを備える構成としたが、これに限るものでは無い。例えば、入力側光
検出部または出力側光検出部のいずれかのみを備える構成としても、検出されるレーザ光
または照明光の光量によって、対応する構成の異常の有無を検知することができる。また
、出力側光検出部は、第一の光センサと第二の光センサとを備える構成としたが、これに
限るものでは無い。例えば、第一の光センサ若しくは第二の光センサのいずれかのみとし
ても良いし、または、三つ以上の光センサによって照明光の光量を三つ以上の波長領域に
分けて検出するようにしても良い。さらには、一つの光センサによって照明光の全波長領
域の光量を検出するようにしても良い。また、出力側光検出部において、第一の光センサ
を第二の光伝送部の基端側に配置して基端側でレーザ光を検知するとともに、第二の光セ
ンサを第二の光伝送部の先端側に配置して照明光を検知するものとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の外部構成を示す全体概要図である。
【図２】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の内部構成を示す全体構成図である。
【図３】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、先端部及び湾曲部の詳
細を示す断面図である。
【図４】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、湾曲部及び可撓管部の
詳細を示す断面図である。
【図５】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、先端部の正面図である
。
【図６】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置において、照明光発生部の詳細を示す断面
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【図７】本発明の第１の実施形態の第１の変形例の内視鏡装置において、照明光発生部の
詳細を示す断面図である。
【図８】図７の切断線Ａ－Ａにおける断面図である。
【図９】本発明の第１の実施形態の第２の変形例の内視鏡装置において、照明光発生部の
詳細を示す断面図である。
【図１０】図９の切断線Ｂ－Ｂにおける断面図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態の第３の変形例の内視鏡装置の挿入部において、湾曲
部及び可撓管部の詳細を示す断面図である。
【図１２】本発明の第１の実施形態の第４の変形例の内視鏡装置の挿入部において、湾曲
部及び可撓管部の詳細を示す断面図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の内部構成を示す全体構成図である。
【図１４】本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、先端部及び湾曲部の
詳細を示す断面図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、湾曲部及び可撓管部
の詳細を示す断面図である。
【図１６】本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の挿入部において、先端部の正面図であ
る。
【図１７】本発明の第２の実施形態の変形例の内視鏡装置の挿入部において、湾曲部及び
可撓管部の詳細を示す断面図である。
【符号の説明】
【００５９】
　１、４０　内視鏡装置
　１ａ、４０ａ　照明装置
　２　挿入部
　５　観察手段
　１１　湾曲部
　２０　照明手段
　２１、４５　光源部
　２２、４７　蛍光部材
　２４、４６　第一のライトガイド（第一の光伝送部）
　２５、４９　第二のライトガイド（第二の光伝送部）
　２７、５０　拡散板
　３１、３８、５２　入力側光検出部
　３２、５３　出力側光検出部
　３２ｃ、３２ｄ、５３ｃ、５３ｄ　増幅器
　３９　放熱手段
　４１　第一の照明手段（照明手段）
　４２　第二の照明手段（照明手段）
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之间，并将来自光源单元21的激发光引导到荧光部件22并且，第二光透
射部分25设置在插入部分2内部的荧光部件22的远端侧，并将来自荧光部
件22的照明光引导到第一光透射部分24。提供。 .The
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